
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０７ 

令和５年度 芸術〔音楽〕科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「ＭＯＵＳＡ１」 （教育芸術社） 

副教材等 高校生のための 新・楽典ワーク （ドレミ楽譜出版社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を１年間を通して学習し

ます。 

・学習の到達度は、授業で配付するワークシートや実技テストで評価します。 

・いろいろな集団でともに演奏する中で、コミュニケーションをとりながら自身の感性を磨き、感

受性豊かに成長してほしいと思います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1)曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると

ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

(2)自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを

自ら味わって聴くことができるようにする。 

(3)主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと

もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく

態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景などとの関

わり及び音楽の多様性につ

いて理解している。(知識) 

・創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な技

能を身に付け、歌唱、器楽、

創作で表している。(技能) 

・音楽を形づくっている要素

や要素同士の関連を知覚し、

それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受した

こととの関わりについて考

え、自己のイメージをもって

どのように表すかについて表

現意図をもったり、音楽を評

価しながらよさや美しさを自

ら味わって聴いたりしてい

る。 

・主体的・協働的に表現及び

鑑賞の学習に取り組もうとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

 

1

学
期 

曲
の
特
徴
を
理
解
し
て
、
大
き
な
声
で
歌
お
う 

 

【歌唱】 

 

校歌 

 

翼をください 

負けないで 

Lemon 

a:（知識）曲想と音楽の構造や歌

詞、文化的背景との関わりについ

て理解している 

(技能)創意工夫を生かした歌唱

表現をするために必要な、曲にふ

さわしい発声、言葉の発音、身体

の使い方などの技能を身につけ

歌唱で表している。  

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したこととの関わりに

ついて考え、どのように歌うかに

ついて表現意図をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞、文化

的背景との関わりに関心をもち、

主体的・協働的に歌唱の学習活動

に取り組もうとしている。 

 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

表
現
を
工
夫
し
て
リ
コ
ー
ダ
ー
を
演
奏
し
よ
う 

【リコーダー】 

 

天国と地獄 

C-a-f-f-e-e 

グリーンスリーブス 

a:（知識）曲想とリコーダーの音

色や奏法との関わりについて理

解している。 

(技能)創意工夫を生かした器楽

表現をするために必要な、曲にふ

さわしい奏法、身体の使い方など

の技能、及び他者との調和を意識

して演奏する技能を身に付け、器

楽で表している 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように演奏するかについて表現

意図をもっている。 

c:曲想とリコーダーの音色や奏

法との関わり、及びアーティキュ

レーションに関心をもち、主体

的・協働的に器楽の学習活動に取

り組もうとしている。 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

表
現
を
工
夫
し
て
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
よ
う 

【ギター】 

 

日曜日の使者 

第三の男のテーマ 

a:（知識）曲想とギターの音色や

奏法との関わりについて理解し

ている 

(技能)創意工夫を生かした器楽

表現をするために必要な、曲にふ

さわしい奏法、身体の使い方など

の技能を身につけ器楽で表して

いる。  

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したこととの関わりに

ついて考え、どのように演奏する

かについて表現意図をもってい

る。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞、文化

的背景との関わりに関心をもち、

主体的・協働的に器楽の学習活動

に取り組もうとしている。 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
も
う 

【鑑賞】 

 

組曲《動物の謝肉祭》 

a:曲想や表現上の効果と音楽の

構造との関わり、及び音楽の特徴

と文化的・歴史的背景、他の芸術

との関わりについて理解してい

る。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考えると

ともに、曲や演奏に対する評価と

その根拠について考え、音楽のよ

さや美しさを自ら味わって聴い

ている。 

c:曲想や表現上の効果と音楽の

構造との関わり、及び音楽の特徴

と文化的・歴史的背景、他の芸術

との関わりに関心をもち、主体

的・協働的に鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

授業観察 

 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

表
現
を
工
夫
し
て
合
唱
を
し
よ
う 

【合唱】 

 

ぼくはぼく 

おんがく 

a:（知識）曲想と音楽の構造や歌

詞、文化的・歴史的背景との関わ

りについて理解している。 

(技能)創意工夫を生かした歌唱

表現をするために必要な、他者と

の調和を意識して歌う技能、及び

合唱の表現形態の特徴を生かし

て歌う技能を身に付け、歌唱で表

している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞、合唱

やヴォイス・アンサンブルによる

表現の特徴、及び各パートの役割

に関心をもち、主体的・協働的に

歌唱の学習活動に取り組もうと

している。 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

和
楽
器
に
親
し
み
、
演
奏
に
挑
戦
し
よ
う 

【三線】 

 

海の声 

てぃんさぐぬ花 

a:（知識）曲想と和楽器の音色や

奏法との関わり、及び和楽器を使

った様々な表現形態による器楽

表現の特徴について理解してい

る。 

(技能)創意工夫を生かした器楽

表現をするために必要な、曲にふ

さわしい奏法、身体の使い方など

の技能を身に付け、器楽で表して

いる。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように演奏するかについて表現

意図をもっている。 

c:曲想と和楽器の音色や奏法と

の関わり、 及び和楽器を使った

様々な表現に関心をもち、主体

的・協働的に器楽の学習活動に取

り組もうとしている。 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
も
う 

【鑑賞】 

 

交響曲第９番《合唱付き》から 

第４楽章 

a:曲想や表現上の効果と音楽の

構造との関わり、及び音楽の特徴

と文化的・歴史的背景との関わり

について理解している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考えると

ともに、曲や演奏に対する評価と

その根拠について考え、音楽のよ

さや美しさを自ら味わって聴い

ている。 

c:曲想や表現上の効果と音楽の

構造との関わり、及び音楽の特徴

と文化的・歴史的背景との関わり

に関心をもち、主体的・協働的に

鑑賞の学習活動に取り組もうと

している。 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

３
学
期 

曲
に
ふ
さ
わ
し
い
発
声
で
表
情
豊
か
に
歌
お
う 

【歌唱】 

 

'O sole mio 

 

Memory 

美女と野獣 

a:（知識）曲想と音楽の構造や歌

詞との関わりについて理解して

いる。 

(技能)創意工夫を生かした歌唱

表現をするために必要な、曲にふ

さわしい発声、言葉の発音、身体

の使い方などの技能を身に付け、

歌唱で表している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞との

関わりに関心をもち、主体的・協

働的に歌唱の学習活動に取り組

もうとしている。 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

器
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽アンサンブル】 

 

ザナルカンドにて 

a:（知識）曲想と楽器の音色や奏

法との関わりについて理解して

いる。 

（技能）創意工夫を生かした器楽

表現をするために必要な、他者と

の調和を意識して演奏する技能、

及び器楽アンサンブルの表現形

態の特徴を生かして演奏する技

能を身に付け、器楽で表してい

る。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように演奏するかについて表現

意図をもっている。 

c:曲想と楽器の音色や奏法との

関わり、及び他者との調和や表現

形態の特徴を生かして演奏する

ことに関心をもち、主体的・協働

的に器楽の学習活動に取り組も

うとしている。 

ワークシー

ト 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
観
賞
し
よ
う 

【鑑賞】 

 

ミュージカル映画 

『美女と野獣』 

a:音楽の特徴と他の芸術との関

わりについて理解している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考えると

ともに、曲や演奏に対する評価と

その根拠について考え、音楽のよ

さや美しさを自ら味わって聴い

ている。 

c:音楽の特徴と他の芸術との関

わりに関心をもち、主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に取り組も

うとしている。 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

授業観察 

 

ワークシー

ト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


